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analyses, Technological Forecasting & Social Change, in press
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press
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ンス, 2013年1月30日

2. 秋元圭吾, RITEモデルによるエネルギー・環境会議選択肢の分
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3. 小田潤一郎, 秋元圭吾, 佐野史典, 和田謙一, 友田利正, 鉄鋼エネ
ルギー国際効率比較とCO2削減ポテンシャル, 第29回エネルギー
システム・経済・環境コンファレンス, 2013年1月30日
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の経済影響分析, 第29回エネルギーシステム・経済・環境コンファ
レンス, 2013年1月30日

6. 長島美由紀, 本間隆嗣, 秋元 圭吾, 温暖化対応策の実施・国際展
開に伴う資金移転の考察, 第29回エネルギーシステム・経済・環
境コンファレンス, 2013年1月30日
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和田謙一, 長島美由紀, 友田利正, 温暖化対策と持続可能な発展に
関する指標の総合的な評価, 第29回エネルギーシステム・経済・
環境コンファレンス, 2013年1月30日

8. 和田謙一, 秋元圭吾, 佐野史典, 大島寛司, エネルギー・経済モデ
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ステム・経済・環境コンファレンス, 2013年1月30日
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の産業影響, 国際環境経済研究所のWebにて, 2013年6月19日

8. 秋元圭吾, CO2長期削減目標の再検討、キャノングローバル戦
略研究所　地球温暖化シンポジウム, 2013年7月10日

9. 本間隆嗣, 秋元圭吾, 電気料金値上げによる関西地域の製造業へ
の産業影響, 商工会議所ニュース, 2013年7月11日

10. 秋元圭吾, エネルギー・環境政策の見通しと検討のポイント, 
福岡商工会議所, 2013年7月22日

11. 小田潤一郎, 鉄鋼業におけるCO2排出削減の検討：Energy/

carbon efficiency & Material efficiency, 第36回国際エネルギー経
済学会年次大会　報告会, 2013年7月23日

12. G. Prins, M. E. Caine, K. Akimoto, et al., THE VITAL 
SPARK: INNOVATING CLEAN ENERGY FOR ALL, The London 
School of Education and Political Science, Jul. 2013

13. 本間隆嗣, エネルギー価格上昇による循環型産業への影響分
析, 地球環境関西フォーラム：第79回循環社会技術部会, 2013年8
月8日

14. 秋元圭吾, 中期の温室効果ガス排出削減目標の見直しに関し
て, 経団連・国際環境戦略WG, 2013年8月22日

15. 秋元圭吾, エネルギー・環境政策の見通しと検討のポイント, 
名古屋商工会議所, 2013年9月10日

16. 秋元圭吾, エネルギー基本計画、地球温暖化対策について, 日
本商工会議所　産業経済、地域活性化、環境・エネルギー合同委
員会, 2013年9月17日

17. 秋元圭吾, 温室効果ガス削減の中期目標の考え方と2050年に
向けたシナリオ, 経済同友会　環境・エネルギー委員会, 2013年
10月9日

18. 秋元圭吾, 環境エネルギー技術革新戦略の概要, Vital Spark セ
ミナー, 経団連会館, 2013年10月8日

19. 秋元圭吾, 地球温暖化対策の長期技術戦略, Vital Spark セミ
ナー, 京都大学国際交流ホール, 2013年10月10日

20. 山口光恒, 日本のFIT制度設計, Vital Spark セミナー, 京都大学
国際交流ホール, 2013年10月10日

21. 秋元圭吾, 「アジア/世界エネルギーアウトルック2013」へ
のコメント, 日本エネルギー経済研究所第413回定例研究報告会, 
2013年10月21日

22. 秋元圭吾, Strengthening Cooperation between Australia and 
Japan on Energy and Resource Strategy, 日豪・豪日経済委員会
　合同会議, 2013年10月22日

23. 秋元圭吾, 地球温暖化対策とエネルギー政策の見直しに向けた
論点, 東京商工会議所　資源・エネルギー部会, 2013年10月29日

24. 小田潤一郎, Energy policies and their possible impacts on 
economy, environment, and security, アジア生産性機構　APO 
Workshop on Energy Policy in APO Economies, Pakistan, 2013
年11月19日

25. 秋元圭吾, エネルギー選択によるコスト、経済性による影響, 
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日

26. 小田潤一郎, 中国及び韓国の鉄鋼業界の動向：中国及び韓国の
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◆原著論文
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Influence of SigB inactivation on Corynebacterium glutamicum 
protein secretion, Applied Microbiology and Biotechnology, Vol. 
97, pp.4917-4926, 2013

2. S. Hasegawa, M. Suda, K. Uematsu, Y. Natsuma, K. Hiraga, T. 
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glutamicum for high-yield L-valine production under oxygen 
deprivation conditions, Applied and Environmental Microbiology, 
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3. T. Kubota, Y. Tanaka, K. Hiraga, M. Inui and H. Yukawa, 
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4. K. Toyoda, H. Teramoto, W. Gunji ,  M. Inui and H. 
Yukawa, Involvement of regulatory interactions among global 
regulators GlxR, SugR, and RamA in expression of ramA in 
Corynebacterium glutamicum, Journal of Bacteriology, Vol. 195, 
pp.1718-1726, 2013

5. Y. Kitade, S. Okino, W. Gunji, K. Hiraga, M. Suda, N. Suzuki, M. 
Inui and H. Yukawa, Identification of a gene involved in plasmid 
structural instability in Corynebacterium glutamicum, Applied 
Microbiology and Biotechnology, Vol. 97, pp.8219-8226, 2013

6. H. Teramoto, M. Inui and H. Yukawa, OxyR acts as a 
transcriptional repressor of hydrogen peroxide-inducible 
antioxidant genes in Corynebacterium glutamicum R, FEBS 
Journal, Vol. 280, pp.3298-3312. 2013

7. N. Okibe, N. Suzuki, M. Inui and H. Yukawa, pCGR2 copy 
number depends on the par locus that forms a ParC-ParB-DNA 
partition complex in Corynebacterium glutamicum, Journal of 
Applied Microbiology, Vol. 115, pp.495-508, 2013

8. Y. Tsuge, S. Yamamoto, M. Suda, M. Inui and H. Yukawa, 
Reactions upstream of glycerate-1,3-bisphosphate drive 
Corynebacterium glutamicum D-lactate productivity under 
oxygen deprivation, Applied Microbiology and Biotechnology, 
Vol. 97, pp.6693-6703, 2013

9. S. Yamamoto, M. Suda, S. Niimi, M. Inui and H. Yukawa, 
Strain optimization for efficient isobutanol production using 
Corynebacterium glutamicum under oxygen deprivation, 
Biotechnology and Bioengineering, Vol. 110, pp.2938-2948, 
2013

◆口頭発表（国内学会）
1. 豊田晃一, 寺本陽彦, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌における
転写制御因子RamAの発現制御機構, 日本農芸化学会2013年度大
会, 2013年3月25日

2. 久下貴之, 寺本陽彦, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌における
アラビノース利用遺伝子の発現制御機構, 日本農芸化学会2013年
度大会, 2013年3月25日

3. 辻本敏博, 豊田晃一, 寺本陽彦, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌
におけるシグマ因子SigEを介したイソブタノールストレス応答, 
日本農芸化学会2013年度大会, 2013年3月25日

4. 寺本陽彦, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌における亜鉛恒常性
遺伝子の発現制御機構, 日本農芸化学会2013年度大会, 2013年3

月25日

5. 田中裕也, 寺本陽彦, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌おけるgnd
遺伝子の発現制御解析, 日本農芸化学会2013年度大会, 2013年3
月26日

6. 竹本訓彦, 田中裕也, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌Riboflavin 
transporter遺伝子の発現制御, 日本農芸化学会2013年度大会, 
2013年3月26日

7. 久保田健, 田中裕也, 平賀和三, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌
が有する3種のシキミ酸デヒドロゲナーゼの機能解析, 日本農芸化
学会2013年度大会, 2013年3月26日

8. 藤倉慶太郎, 平賀和三, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌を利用
した、アニリンを生成可能な脱炭酸酵素の探索と解析, 日本農芸化
学会2013年度大会, 2013年3月26日

9. 北出幸広, 沖野祥平, 郡司渉, 平賀和三, 須田雅子, 沖部奈緒子, 
鈴木伸昭, 乾将行, 湯川英明, コリネ型細菌におけるプラスミドの
構造不安定性に関わる遺伝子の同定, 日本農芸化学会2013年度大
会, 2013年3月26日

10. 乾将行, 城島透, 信龍亮志, 須田雅子, 岡本憲治, 郡司貴浩, 岩
田孝弘, 藤澤義和, Nancy Dowe, Daniel J. Schell, Ling Tao, John 
Ashworth, 湯川英明, RITEバイオプロセスによる非可食バイオマ
ス由来混合糖からのエタノール生成, 日本農芸化学会2013年度大
会, 2013年3月26日

11. 加藤直人, 柘植陽太, 須田雅子, 城島透, Nancy Dowe, Daniel 
J. Schell, Ling Tao, John Ashworth, 乾将行, 湯川英明, RITEバイ
オプロセスによる非可食バイオマス由来混合糖からのD-乳酸生成, 
日本農芸化学会2013年度大会, 2013年3月26日

12. 長谷川智, 須田雅子, 平賀和三, 城島透, Nancy Dowe, Daniel J. 
Schell, Ling Tao, John Ashworth, 乾将行, 湯川英明, RITEバイオ
プロセスによるバリン生産；収率の改善および非可食バイオマス
からの生産の試み, 日本農芸化学会2013年度大会, 2013年3月26
日

13. 山本省吾, 須田雅子, 新美聡子, 乾将行, 湯川英明, 遺伝子組換
えコリネ型細菌によるイソブタノール生産, 日本農芸化学会2013
年度大会, 2013年3月26日

14. 乾将行, 代謝工学を駆使したコリネ型細菌によるバイオ燃料生
産, 日本農芸化学会2013年度大会　「第二世代バイオ燃料」研究の
潮流と最先端オミクス解析の活用による新展開, 2013年3月27日

◆その他発表
1. 湯川英明, 新産業バイオリファイナリーの現状と将来像, 経済同
友会 科学技術・イノベーション委員会「国主導の研究開発に関す
る分科会 第4回会合」, 2013年3月25日
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◆原著論文
1. F.A. Chowdhury, H. Yamada, T. Higashii, K. Goto, M. Onoda, 
CO2 Capture by Tertiary Amine Absorbents: A Performance 
Comparison Study, Industrial & Engineering Chemistry Research, 
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of Phase-separated structure on CO2 separation performance 
of poly(amidoamine) dendrimer immobilized in a poly(ethylene 

glycol) network, Journal of Materials Chemistry A, Vol.1, Issue 
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16. H. Yamada, F.A. Chowdhury, Y. Matsuzaki, K. Goto, T. 
Higashii, S. Kazama, Effect of alcohol chain length on carbon 
dioxide absorption into aqueous solutions of alkanolamines, 
Energy Procedia, Vol. 37, pp.499-504, 2013
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19. K. Yogo, H. Takeyama, K. Nagata, Pore-fill-type Palladium-
Porous Alumina Composite Membrane for Hydrogen Separation, 
Energy Procedia, Vol. 37, pp.1104-1108, 2013
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2013年5月20日

3. 斉藤崇, 糸山晃仁, 加藤和裕, 余語克則, 谷口育雄, 池田健一, 甲
斐照彦, 有機/無機複合膜の界面構造解析とガス透過特性, 日本膜
学会第35年会, 2013年5月20日

4. 後藤和也, 二酸化炭素回収・貯留（CCS)の実用化に向けた化学
吸収法の研究開発, 分離技術会年会2013, 2013年5月24日

5. 山本信, 山田秀尚, 東井隆行, 新規高圧用CO2化学吸収液の開発
状況, 分離技術会年会2013, 2013年5月24日

6. 山田秀尚, 後藤和也, 山本信, 東井隆行, CO2分離回収材の反応
（1）1級アルカノールアミン, 分離技術会年会2013, 2013年5月
25日

7. 山﨑浩太, 段淑紅, 斉藤崇, 甲斐照彦, 池田健一, デンドリマー
/ポリビニルアルコール架橋膜の二酸化炭素分離特性, 第62回高分
子学会年次大会, 2013年5月30日

8. 東井隆行, 「二酸化炭素の回収、貯留、有効利用に関する最新の
技術開発動向と法制化・規制の流れ」のうち、「炭酸ガス回収技術
の最新動向」, （公財）新化学技術推進協会環境技術部会, 2013年
8月2日

9. 余語克則, 二酸化炭素分離回収技術開発の動向, 第22回吸着シ
ンポジウム, 2013年9月5日

10. 山﨑浩太, 段淑紅, 斉藤崇, 甲斐照彦, 池田健一, デンドリマー
含有気体分離架橋膜の二酸化炭素分離性能における架橋剤の影響, 
第62回高分子討論会, 2013年9月12日

11. 打谷一晃, 西坂洋輔, 渡部毅, 余語克則, 各種アミン修飾メソ多
孔体の合成と二酸化炭素吸着性能評価, 化学工学会　第45回秋季
大会, 2013年9月16日-18日

12. 中澤大地, 武山博道, 余語克則, 細孔内充填型パラジウムー多
孔質アルミナ複合体の調製と水素分離膜への適用, 化学工学会第
45回秋季大会, 2013年9月16日-18日

13. 渡部毅, 余語克則, ポリアミン含浸担持メソポーラスシリカの
CO2吸着特性, 化学工学会第45回秋季大会, 2013年9月16日-18日

14. 山田秀尚, Firoz. A.Chowdhury, 後藤和也, 東井隆行, 松崎洋市, 
CO2分離回収材の反応（2）2級アルカノールアミン, 化学工学会
第45回秋季大会, 2013年9月16日-18日

15. 山田秀尚, 町田洋, 山本信, 東井隆行, 藤岡祐一, CO2分離回収
材の反応（3）3級ジアミン, 化学工学会第45回秋季大会, 2013年
9月16日-18日

16. 後藤和也, 山田秀尚, 東井隆行, アミン系吸収液のCO2吸収速度
パラメータの決定, 化学工学会第45回秋季大会, 2013年9月16日
-18日

17. 山本信, 東井隆行, 高圧再生型CO2化学吸収液の開発-高圧条件
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度・ひずみ測定, 日本地球惑星科学連合2013年大会, 2013年5月
19日

6. 木山保, 西澤修, 薛自求, 閾値圧測定のための超臨界CO2を注入
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Apr. 16, 2013

3. T. Nakajima, O. Nishizawa, Z. Xue, A relationship between 
Vp/Vs and rock properties in the reservoir at Nagaoka CCS site, 
AGOS 10th Annual meeting, Jun. 24, 2013
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